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はじめに 

 

横須賀美術館の運営評価委員会は、開館前の平成 19年３月に発足しました。それから３

年間ほど評価システムの構築に関して議論を重ね、点検評価の初年度版になります平成 21

年度の活動の評価を行いました。その後も毎年度評価活動を行いつつ自己点検・自己評価

における課題や改善点の検討を繰り返し、横須賀美術館独自の評価システムとして運用し、

このたび平成 28年度の評価を行いました。 

平成 28年度の評価は、従来のシステムと同様、３つの使命に基づく７つの目標と、経営

的視点による目標を加えた計８つの目標について評価しました。評価結果を昨年度と比較

してみますと、全体的には評価を上げたものの、依然として改善が見られない項目、達成

目標に至らず評価を下げた項目、また、評価の高い項目であっても、今後の課題として各

所に改善を検討すべき点が見受けられました。 

年を追うごとに評価が上がってきており、評価システムの PDCA サイクルが正しく機能

し、それが成果につながっているものと感じています。 

評価システムは、日常的に行われている美術館活動を点検評価し、課題の改善や解決に

つなげるツールとして活用するものです。このツールを最大限活用し、良い評価を得た活

動は現状の継続維持と更なる改善に努め、課題については解決へ取り組んでいくことで、

市民に親しまれる美術館として活動を続けてまいります。 

 

平成 29 年 10月 

 

横須賀美術館 

館長 阪元 美幸 
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１ 平成 28年度 横須賀美術館の運営評価について 

 

（１）運営評価の目的 

横須賀美術館の運営評価は、現在行っている活動を振り返り、適正に行われているかを

自己点検することで課題や反省を自覚し、改善点の検討につなげるものです。 

美術館は１年間の活動をまとめ、自らの評価（一次評価）を行います。一次評価を運営

評価委員会に報告し、運営評価委員会は活動内容を市民目線でチェックし、二次評価を行

います。併せて、美術館の業務改善、よりよい活動につなげていくことを目的として、改

善点や活動の提言を行います。 

５頁に掲載した図のとおり評価全体の流れは PDCA サイクルによる改善を基本としてい

ます。個々の業務を計画（P：Plan）し、実行（D：Do）していき、その内容を評価（C：Check）し、

これを改善（A：Action）につなげていきます。 

毎年この活動を繰り返していくことで、よりよい横須賀美術館を目指していくものです。 

 

（２）評価項目 

横須賀美術館は、その設置条例第１条に「美術を通じたさまざまな交流の機会を促進し、

市民の美術に対する理解と親しみを深め、もって文化の向上を図る」と、設置の目的を明

記してあります。そしてこの目的に沿った「使命」を掲げ、「使命」に基づいた「目標」を

示し、この目標を評価項目として体系づけました。それぞれの目標には、「達成目標」と「実

施目標」を掲げ、これが具体的な評価をしていく項目となります。 

なお、「達成目標」は数的指標であり、具体的な数値目標が示されるため、達成の成否は

客観的に明らかです。評価者は、その他の資料もあわせみたうえで、達成の度合いを判断

し、総合的な評価を行います。 

いっぽう、「実施目標」は質的指標であり、評価者は、運営者の行動報告に基づいて、主

観的評価を行います。 

評価項目は、「平成 28年度評価システム」として３～４頁をご覧ください。 

 

（３）評価基準 

達成目標と実施目標共通の基準を設けています。 

目標に到達したかを「Ｓ」から「Ｄ」の５段階とし、以下の基準としました。 

 Ｓ：優れた成果を挙げている 

 Ａ：目標を達成している 

 Ｂ：目標をほぼ達成している 

 Ｃ：目標にはほど遠い。より一層の努力を要する 

 Ｄ：努力が結果に結びついていない。方法そのものについて再検討を要する 

 二次評価を評価委員が行う際には、上記のほか、Ｆ：判定不能を設けています。 

 

＊現在の評価項目は、平成 22年度に見直し、現在に至っています。 
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【目標の性格】（平成 22年度から） 

「目標」ごとに、「達成目標」と「実施目標」を設けた。 

「達成目標」：数的指標 

・「目標」の達成度合いを端的にしめす数値目標。 

・主に外的要因（来館者の動向など）によって結果が左右される。 

・達成したかどうかは客観的に判断される。 

（達成した場合のＳ/Ａの別、達成しなかった場合のＢ～Ｄの別は、各委員の裁量の範囲。） 

「実施目標」：質的指標 

・「目標」を達成するための行動計画。 

・運営者側の計画的な行動であり、充分であるかどうかは各委員の主観的な判断による。 

・端的な指標に過ぎない「達成目標」のみでは把握できない部分を補う役割がある。 

【評価基準】  

「達成目標」と「実施目標」に共通の評価基準を適用する。  

評価基準 
（平成 22年度から） 

すぐれた成果を挙げている。 Ｓ 

目標を達成している。 Ａ 

目標をほぼ達成している。 Ｂ 

目標にはほど遠い。 

より一層の努力を要する。 
Ｃ 

努力が結果に結びついていない。 

方法そのものについて再検討を要する。 
Ｄ 

  
 

判定不能 Ｆ 

 

Ｓ～Ｄの５段階評価に、「Ｆ」（判定不能）を加えた。「Ａ」と「Ｂ」の間に「目標」がある。 

・目標を達成していれば「Ａ」以上となり、よい評価であることがわかりやすい。 

・目標より下に段階を設けることにより、目標を達成していない場合、その度合いを表

現しやすくなった。 

・結果が著しく劣っている、あるいは努力の方向が間違っているために、方法そのもの

の再検討が必要な場合のために、「Ｄ」評価を設けた。 

・専門的な知識が必要であるなどの理由から、評価ができないという場合のために「Ｆ」

（判定不能）を設けた。 

 

 



- 3 - 

 

２ 平成 28年度の運営評価システム 

 

 

  

使命 目標 指標 参考資料

Ⅰ美術を通じた交流を促進する 【集客･交流推進】

①広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。 〔広報〕

達成目標 ・年間観覧者数100,000人以上

実施目標

・様々な広報媒体の特性を生かして、効果的な広報活動
　を実施し、交流を促進する。
・各種イベントを開催し、展覧会以外の要因での利用を増
　やす。
・外部連携を推進し、様々な機会と場所を捉えて、美術館
　の情報を発信する。
・旅行会社などへの働きかけを通じて、団体集客を促進
　する。
・商業撮影の受入と誘致を推進し、美術館のイメージアッ
　プを図る。

②市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点となる。 〔市民協働〕

達成目標
・市民ボランティア協働事業への参加者数延べ2,000人
（事業ごとに加算。登録者・一般参加者を総合して）

実施目標
・市民が美術館に親しみを感じ、訪れる機会をつくる。
・市民ボランティアが、やりがいを持っていきいきと活動で
　きる場を提供する。

Ⅱ美術に対する理解と親しみを深める 【社会教育】

③調査研究の成果を活かし、利用者の知的欲求を満たす。 〔展覧会・教育普及〕

達成目標 ・企画展の満足度80％以上

実施目標

・幅広い興味に対応するようバランスをとりながら、年間６
　回（児童生徒造形作品展を含む）の企画展を開催する。
・所蔵品展・谷内六郎展をそれぞれ年間４回、テーマを
　もたせた特集を組みながら開催する。
・知的好奇心を満たし、美術への理解を深める教育普及
　事業を企画・実施する。
・美術への興味や関心が深まる美術関連の資料（図書、
　カタログ等）を、図書室で収集・整理・保管・公開する。
・資料が探しやすく、快適に利用できる図書室環境を
　維持する。
・主として所蔵作品・資料に関する調査研究を行い、その
　成果を美術館活動に還元する。

・年間観覧者数（年度別推移）
・年間来館者数（年度別推移）
・駐車場利用状況（年度別推移）
・来館回数（年度別推移）　*リピート率
・居住地域（年度別推移）　*市民率
・交通手段（年度別推移）

・各種メディアへの掲載実績
・訴求活動の概要（ポスター等配布、リリース発送の状
　況）

・各事業ごとの開催回数、参加者数の一覧
→サポボラ研修
　所蔵品展ギャラリートーク（参加者数、参加ボランティア
　数）
　小学校鑑賞会補助（参加ボランティア数のみ）
　ワークショップ補助（参加ボランティア数のみ）
　プロジェクトボランティア会議
　プロジェクトボランティアイベント（参加者数、参加ボラン
　ティア数）

・ボランティア関連事業の概要
・（ボランティアの感想・反応）

・各企画展の満足度
・所蔵品展の満足度（年度別推移）
・谷内六郎展の満足度（年度別推移）

・各企画展（児童生徒造形作品展を除く）の概要（ねらい、
　担当者の感想・反省点）
・所蔵品展の概要（同）
・谷内六郎展の概要（同）
・講演会・アーティストトーク等の実施状況（同）
・大人向けワークショップ等の実施状況（同）
・図書室の概要（図書新規購入額・点数、寄贈図書の点
　数）
・図書室の利用状況（利用者の月別推移、担当者の感
　想・反省点）
・学芸員による論文、発表等
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④学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を推進する。 〔若年層への教育普及〕

達成目標 ・中学生以下の年間観覧者数22,000人

実施目標

・学校における造形教育の発表の場として、児童生徒造
　形作品展を実施する。
・学校および関係機関と緊密に連携し、子どもたちにとって
　親しみやすい鑑賞の場をつくる。
・子どもたちとのコミュニケーションを通じて、美術の意味
　や価値、美術館の役割などに気づき、考え、楽しみなが
　ら学ぶ機会を提供する。
・鑑賞と表現の両方を結びつけたプログラムを実施する。
・小学生美術鑑賞会を充実させるため学校との連携を強化
　する。
　鑑賞会と連動した教材「アートカード」のいっそうの活用
　促進を教員と協力しながら行う。

⑤所蔵作品を充実させ、適切に管理する。 〔収集管理〕

達成目標
・環境調査の実施（年２回）
・美術品評価委員会の開催（年１回）

実施目標

・収集方針に基づき、主体性を持って積極的な収集活動
　を行う。
・適正な保管環境を維持し、そのチェックのため必要な
　調査を実施する。
・計画的に所蔵作品の修復、額装を行う。
・所蔵作品が広く価値を認められ、他の美術館等で開催
　する企画展などに活用されている。

Ⅲ訪れるすべての人にやすらぎの場を提供する 【運営・管理】

⑥利用者にとって心地よい空間、サービスを提供する。 〔メンテナンス・来館者サービス〕

達成目標
・館内アメニティ満足度90％以上
・スタッフ対応の満足度80％以上

実施目標

・建築のイメージを損なわないよう、十分なメンテナンス、
　館内清掃を行う。
・受託事業者と協力して、ホスピタリティのある来館者
　サービスを実践する。
・運営事業者と協力して、付帯施設（レストランおよび
　ミュージアムショップ）を来館者ニーズに応じて運営
　する。

⑦すべての人にとって利用しやすい環境を整える。 〔バリアフリー〕

達成目標 ・福祉関連事業への参加者数延べ400人以上

実施目標

・年齢や障害の有無などにかかわらず、美術に親しんで
　もらう（環境づくりの）ための各種事業を行う。
・必要に応じて、対話鑑賞等の人的サポートを実践する。
・託児サービスを積極的に周知していく。

⑧事業の質を担保しながら、経営的な視点をもって、効率的に運営・管理する。 〔経営的視点〕

達成目標
・電気使用量、水道使用量、事務用紙使用枚数を直近
　３年間の平均値を目安とする。

実施目標 ・職員全てが費用対効果を常に意識し、事業に取り組む。

・福祉関連講演会の概要
・福祉関連ワークショップの概要
・福祉関連パフォーマンスの概要
・障害児を対象としたワークショップの概要
・託児サービスの概要
・養護学校等の受け入れ状況

・歳入及び歳出の内訳

・エネルギー消費量一覧

・児童生徒造形作品展の概要（担当者の感想・反省点）
　（学校側の反応）
・小学校美術館鑑賞会の概要（実施内容、学校数、児童
　数、対応職員・ボランティア数、担当者の感想・反省点）
　（学校側の反応）
・中学生のための美術鑑賞教室の概要（実施内容、担当
　者の感想・反省点）（生徒の感想）
・子ども向けワークショップ等の実施状況
・研修等の受入れ状況

・アメニティ関連各項目の満足度（年度別推移）
　→全般・館内印象・館内環境・休憩所・トイレ・清掃
・スタッフ対応の満足度（年度別推移）

・メンテナンスの概要
・運営事業者連絡会議の概要（議題等）
・ケータリング実績

・福祉関連事業の開催回数、参加人数
　→福祉関連講演会
　福祉関連ワークショップ
　福祉関連パフォーマンス
　障害児を対象としたワークショップ

・作品収集の状況
・保管環境の状況
・所蔵作品の修復状況
・所蔵作品の貸出状況（件数、点数）

・観覧者数の券種別内訳（月別推移、年度別推移）
・子どもを対象とした教育普及事業の参加者数（延べ人数
　の年度別推移）
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横須賀美術館運営評価システムの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横須賀美術館の使命 

Ⅰ美術を通じた交流を促進する 

Ⅱ美術に対する理解と親しみを深める 

Ⅲ訪れるすべての人にやすらぎの場を提供する 

目標 
 
① 広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。 

② 市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点となる。 

③ 調査研究の成果を活かし、利用者の知的欲求を満たす。 

④ 学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を推進する。 

⑤ 所蔵作品を充実させ、適切に管理する。 

⑥ 利用者にとって心地よい空間、サービスを提供する。 

⑦ すべての人にとって利用しやすい環境を整える。 

⑧ 事業の質を担保しながら、経営的な視点をもって、効率的に 

運営、管理する。 

 

活動実績 

・事業報告書 

・アンケート 

・統計 

運営評価委員会 

一次評価のチェック 

二次評価の実施 

二次評価 

一次評価 

根拠 

美術館条例、美術館基本計画、アンケート 

美術館活動の基本方針、美術館基本構想 

Ｐ 計画 

公 表 

目標に基づく美術館活動 
 

① 展覧会事業 

② 教育普及事業 

③ 収集管理保存事業 

④ 調査研究 

⑤ 広報・集客促進 

⑥ 施設維持管理 

Ａ 改善 

日常的な改善･修正 

 

問題点集約 

提言 

 
 全体ミーティング 

 

（委託事業者等） 

 受付展示監視員 

 警備員 清掃作業員 

 レストラン 

 ミュージアムショップ 

事業計画立案 

予算案作成 
予算要求・配当 

長期的課題 

の抽出 Ｃ 評価 

Ｄ 実行 

前年度の二次評価に

対する市民の意見 

公 開 

横須賀市長 
横須賀市議会 

予算案審議・承認 

横須賀市民 

政策評価など 

横須賀市 
教育委員会 
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３ 平成 28年度の運営評価結果 
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Ⅰ 美術を通じた交流を促進する 

① 広く認知され、多くの人にとって横須賀市を訪れる契機となる。 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ａ 

 

 

【達成目標】年間観覧者数 100,000人以上 

 

 

［目標設定の理由］ 

・「横須賀市立美術館基本計画」（平成12年６月策定）では、他の公立美術館の実績を参

考に、施設の規模、本市の人口などから年間観覧者数を10万人と推定し、開館後の実

績としても初年度を除き10万人前後で推移しています。 

・そのため当館では、まず観覧者目標を10万人以上とし、展覧会内容のバランスを考え

ながら展覧会を決定しています。 

・観覧者の見込み数は、展覧会ごとの開催時期や過去に開催したターゲットの近い展覧

会の実績などを勘案し算定しています。 

・平成28年度は、これまで毎年達成すべき観覧者数としてきたミニマムライン10万人以

上を達成目標とします。 

 

［一次評価の理由］ 

・年間観覧者数100,000人という目標設定に対し実績は108,413人となり、達成率108％

と目標を上回りましたが、前年度より減少したことから「Ａ」評価としました。 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

観覧者数 101,841 人 113,007 人 114,861 人 108,413 人 

注）美術館を利用した人の実際の姿を表すものとして、展示を観覧した人の数である観覧者数 

のみを表記することとしました。 
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展覧会名 観覧者数 
見込（人） 

観覧者数 
実績（人） 

達成率 

企 

画 

展 

嶋田しづ・磯見輝夫展 2,000 1,173 58% 

さくらももこの世界展 22,000 24,740 112% 

自然と美術の標本展 23,000 26,876 117% 

女性を描く 24,000 15,437 64% 

新宮晋の宇宙船 10,000 11,786 118% 

第68回児童生徒造形作品展 14,000 14,259 102% 

中村光哉展 9,000 8,625 96% 

所蔵品展のみの期間 5,000 5,517 110% 

合 計 109,000 108,413 99% 

 

 

【実施目標】 

・様々な広報媒体の特性を生かして、効果的な広報活動を実施し、交流を促進する。 

・各種イベントを開催し、展覧会以外の要因での利用を増やす。 

・外部連携を推進し、様々な機会と場所を捉えて、美術館の情報を発信する。 

・旅行会社などへの働きかけを通じて、団体集客を促進する。 

・商業撮影の受入と誘致を推進し、美術館のイメージアップを図る。 

 

［目標設定の理由］ 

・横須賀美術館は、本市の貴重な都市資源であり、これを有効活用することは、本市の

シティセールスや交流都市の推進という観点からも重要になります。 

・市内外に積極的に情報を発信して広い層に魅力をアピールすることで知名度や認知度

を向上させていくことが必要と考え、実施目標として設定します。 

・広報、パブリシティ活動にあたっては、当館の利用者層や展覧会ごとのターゲット層

に応じた効果的な広報を実施します。 

・そのために、様々な広報媒体をその特性を踏まえて効果的に活用し、特に若い世代に

対しては積極的にツイッターなどのＳＮＳを活用していきます。 

［一次評価の理由］ 

・無料での情報掲載数は目標を下回ったものの、目標としていたツイッターのフォロワ

ー数8,000人、商業撮影の件数等が目標を達成したため、評価ができるものと考えて「Ａ」

評価としました。 

 

≪広報・集客促進事業≫ 

展覧会、イベント、ロケーションなど横須賀美術館の魅力をフル活用し、横須賀の交

流拠点として集客に取り組んでいきます。そのために、企画展情報だけでなく、美術

館の総合的な魅力や外部との連携による地域情報を積極的に発信していきます。 
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（１）訴求活動による集客促進 

・パブリシティを期待した新聞、雑誌等への展覧会リリース 

・新聞、雑誌等の無料での情報掲載数は 195件となり、目標の 220 件を達成する

ことができませんでした。 

  （単位：件） 

媒体 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

新聞 53 63 53 52 

雑誌 64 85 55 64 

Web 21 34 26 11 

フリーペーパー 47 62 57 42 

書籍 10 7 4 5 

会報誌 5 8 8 4 

ＴＶ 13 16 12 13 

ラジオ 1 6 6 3 

その他 
（カタログ等） 1 4 6 1 

合計 215 285 227 195 

 

・広報よこすか等他部局の広報媒体を活用した情報発信 

⇒毎月の広報よこすかへの展覧会情報、美術館のイベント等の掲載 

 

・公共交通機関への広告掲出 

⇒京浜急行線   駅貼り（２週間）５回、窓上（４週間）５回 

※ 児童生徒造形作品展を除く各企画展で実施 

⇒東急東横線   窓上（１ヶ月）１回 

※ 女性を描くで実施 

⇒京王線     新宿駅・渋谷駅など駅貼り（会期中随時）３回 

※ 児童生徒造形作品展を除く各企画展で実施 

⇒横浜駅 デジタルサイネージ（１週間） 

※さくらももこ展、標本展、女性を描く、中村光哉展 

 

・美術系雑誌やタウン紙等、有料での情報掲載 

⇒美術系雑誌での広告 芸術新潮 １回、月刊ギャラリー １回 

※ 新宮晋展、中村光哉展でそれぞれ実施 

⇒新聞、タウン紙等での広告 

毎日新聞、タウンニュース、はまかぜ新聞 計３回 

※ さくらももこの世界展、女性を描く、中村光哉展などで実施 

 

・ホームページ、ツイッター、フェイスブックを活用した情報発信 

⇒ホームページは随時更新しています。 
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⇒美術館公式ツイッターの運用状況 

フォロワー数は8,303人で昨年度末4,054人より約4,209人増加しました。 

フォロワー数の増加の理由としては、展覧会場内の作品撮影を許可し、SNS

上で拡散を呼びかけた『標本展』の影響や、1日1件以上を目標に地道にツ

イートを行っていることなどが考えられます。 

【参考】平成29年３月31日現在 フォロワー：8,303人、ツイート：2,759回 

※ ツイッターは平成24年９月29日より運用開始 

⇒フェイスブックの運用状況 

（運用開始：谷内六郎館 平成 27 年７月 31日～、横須賀美術館９月９日～） 

横須賀美術館：1,280「いいね！」、谷内六郎館：170「いいね！」 

ＳＮＳ毎の特性を生かした情報発信に努めていきます。 

・インバウンド推進の第一歩としての英語版パンフレット作成・配布 

⇒館内用英語パンフレットをリニューアルし、米海軍基地内への配布を検討

しましたが、米海軍基地としては有料施設については配布できないという

回答を受け断念しました。今後はインバウンド向けの情報として、英語版

ホームページの充実も含めさらに検討を行います。 

（２）イベント開催など展覧会以外の要因で利用者を増やす取り組みの推進 

・コンサート等、各種イベントの開催 

⇒マジックワークショップ、クリスマスコンサート、「蓄音機で名曲を」 

を開催 

・年間パスポート、前売り券の販売 

 
 27 年度 28 年度 

販売場所 販売枚数 利用回数 販売枚数 利用回数 

パスポート 

美術館 537 枚 

2,523 回 

318 枚 

1,949 回 芸術劇場  17 枚  15 枚 

計 554 枚 335 枚 

前売り券 

美術館 101 枚 

232 回 

 53 枚 

228 回 芸術劇場 160 枚 204 枚 

計 261 枚 257 枚 

年間パスポートの売り上げが 27年度に比べ減となっているのは、浮世絵展に

おいて前・後期の作品を見る観覧者向けにパスポート購入を進める販売キャ

ンペーンを行ったため。 

（３）外部連携の推進 

①他部局との連携 

・カレーフェスティバルなどイベント参加による情報発信 

⇒カレーフェスティバル（5/14-15）や産業まつり（11/5-6）などへの協賛 

・集客促進事業への協力 

⇒サイクルロゲイニングへの会場提供及び協賛 
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・米海軍横須賀基地在住者の誘致 

⇒What’s New in Yokosuka（外国人向け広報紙）への展覧会情報の掲載 

 

・インバウンド向けツアーの受入 

⇒日産自動車インドネシア研修生横須賀視察ツアー 

・自然と美術の標本展での自然・人文博物館との共同展示 

・ふるさと納税へ商品提供 

⇒観覧券＋レストランアクアマーレの食事券の提供 

②民間事業者との連携 

・民間事業者との広報協力、イベント参加による情報発信 

⇒広報協力（観音崎京急ホテル、ソレイユの丘、うらり、すかなごっそ ほか） 

⇒横浜国立大学学園祭（清涼祭 6/4-5、常盤祭 10/29-10/31）、 

日本大学学園祭（法桜祭 11/3-5）、 

立正大学（橘花祭 11/5-6）, 

慶応大学（矢上祭 10/8-9） 

大人のための文化祭（1/29に市内で開催のアートイベント）への協賛 

⇒日産スタジアムの横浜Ｆ・マリノス戦へのブース出店（8/29） 

⇒横須賀観光協会主催の米海軍基地居住者向けヨコスカサークルバスへの参加 

・福利厚生団体等との割引施設契約の実施 

⇒ＪＡＦ、ＪＴＢベネフィット、リロクラブ、神奈川県厚生福利振興会 

神奈川県市町村職員共済組合 など 

③近隣地域との連携 

・町内清掃、防犯パトロールなど地域活動への参加 

⇒町内清掃などの地域活動への参加や町内会での美術館ＰＲ 

・観音崎全体の魅力を向上させるためのイベントの開催 

⇒観音崎フェスタへのブース出店（11/3） 

・地域での消費活動を促進する取り組みの検討 

⇒タイアップメニューの実施 

既に各企画展で実施している併設のレストランアクアマーレに加え、『女性展』

において観音崎京急ホテルと café & wine みやまさで、また『中村展』にお

いて観音崎京急ホテルでそれぞれ実施。 

（４）団体集客の推進 

・市内民間事業者と連携した企画を含めた旅行会社への団体ツアーの企画提案、

誘致 

⇒旅行事業者営業訪問（ソレイユの丘と合同） 

（クラブツーリズム、はとバス、朝日旅行） 

経済部主催の観光商談会（11/1）への参加 

⇒募集型企画旅行による観覧者が大幅に減少する傾向が続いているため、今後、

走水低砲台等の日本遺産観光と絡めた新たな団体集客のための方策を検討し

ていきます。 
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・ウェルカムトークの実施 

⇒募集型企画旅行は少ないが、希望に応じて実施 

 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

団体数 観覧者数 団体数 観覧者数 団体数 観覧者数 団体数 観覧者数 

募集型 69 3,137 65 2,280 4 113 15 525 

その他 98 3,521 88 3,690 145 5,704 112 4,187 

計 167 6,658 153 5,970 149 5,817 127 4,712 

 

（５）商業撮影の受入と誘致 

・イメージアップと認知度の向上を目的に商業撮影を受け入れた。 

⇒昨年度は 30件を目標としたが、最終的に 30件となり目標を達成した。 

 ※平成 25 年度、26年度は新車の撮影会があり、撮影料が多かった。 

（スチール 23件、動画５件、スチール＋動画２件） 

 

 

 

 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ａ 
年間観覧者数は前年度より減少しているが、過去

10 年間の数的推移をみれば、達成目標を超えて継

続的に維持されている。 

・女性を描く展については、結果分析をして、向後の目標設定の参考とすべきかと思

う。［柏木］ 

・年間観覧者数は前年度より減少しているが、過去 10 年間の数的推移をみれば H.21

および H.24 を除けば、達成目標を超えて継続的に維持されており、「Ｓ」評価が許

容されると考える。［樺澤］ 

・展覧会内容によっては、当然観覧者数は大幅な差異があり、今年度は 30,000 人を

超える目玉内容がなかった。[草川] 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
様々な広報媒体や情報発信を有効に活用してい

る。ツイッターのフォロワーが前年の倍位伸びた

のは評価できる。 

・女性を描く展は、著しく目標入館者数を下回っているが、来館者の満足度は高いよ

うだ。広報戦略に課題があったのだろうか？［柏木］ 

年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

撮影件数 23 件 45 件 33 件 30 件 

使用料 1,970,500 円 2,661,751 円 1,517,681 円 1,263,392 円 
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・開館 10 周年となり、認知度も高くなってきているが、より親しまれる美術館とな

るよう新たな情報発信など工夫を続けていただければと思う。［河原］ 

・様々な広報媒体や情報発信を有効に活用しており、その１つであるツイッターのフ

ォロワーが前年の倍位伸びたのは評価できる。［草川］ 
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② 市民に親しまれ、市民の交流、活動の拠点となる 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ａ 

 

 

【達成目標】市民ボランティア協働事業への参加者数延べ 2,000人 

（事業ごとに加算。登録者・一般参加者を総合して） 

 

 

［目標設定の理由］ 

・参加者数は「活動が活発に行われているか」「魅力的な活動を企画しているか」をは

かるための指標の１つとなるものです。 

・ギャラリートークボランティアを新規募集し、研修の回数を前年度より増やします。 

・小学生美術鑑賞会ボランティアを募集し（継続も可能）、参加者の増加を図っていま

す。 

・みんなのアトリエボランティアの登録者数自体は増えていますが、アトリエ参加者の

定員数に対し、ボランティアは２～３名と決まっているので、活動自体は横ばいとな

っています。 

・プロジェクトボランティアの活動では、平日の活動がやや増えています。また近年、

イベントへの一般参加者数は、スタッフの人数と会場のキャパシティからみて、安全

に楽しむことのできる限界に近付いていると考えられますが、同じ内容で２回実施す

るなど、工夫もしています。 

・年間の活動日数、ボランティアの参加状況、イベント参加者数の動向をふまえ、28年

度の目標は、のべ2,000人とします。 

 

［一次評価の理由］ 

・28年度の延べ参加者数は2,662人となり、目標を上回りましたので、Ａ評価としまし

た。 

・プロジェクトボランティアの活動について、例年は年に3回のペースでイベントを開

催していますが、28年度は年４回（GW、夏休み、ハロウィン、クリスマス）行いまし

た。企画展「新宮晋の宇宙船」で海の広場に作品を展示したため、冬イベントの規模

縮小に対しての措置でしたが、昨年度よりも全体的な参加者数は増加し、健闘しまし

た。 
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・ギャラリートークボランティア、小学生美術鑑賞会ボランティアの参加者数について

は、新規募集を行った結果、増加しています。新しく加わったボランティアにより、

ボランティアの平均年齢も下がりましたが、ボランティアの高齢化は今後も課題とし

て捉えています。 

・みんなのアトリエボランティアの参加者数については、例年よりもやや増えた印象で

す。新たに登録を希望するボランティアもおり、安定した活動ができています。 

 

市民ボランティア協働事業への延べ参加者数 （単位：人） 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

ギャラリートークボランティア 

477 

323 289 334 

小学校鑑賞会ボランティア 194 195 263 

みんなのアトリエボランティア 28 22 34 

ギャラリートーク参加者 326 345 337 371 

プロジェクトボランティア 
337 

229 225 283 

プロジェクト当日ボランティア 50 38 27 

企画イベント参加者 1,434 1,086 1,142 1,350 

計 2,574 2,255 2,248 2,662 

 

 

【実施目標】 

・市民が美術館に親しみを感じ、訪れる機会をつくる。 

・市民ボランティアが、やりがいを持っていきいきと活動できる場を提供する。 

 

［目標設定の理由］ 

・市民感覚を持ったボランティアと協働することにより、市民にとって親しみやすい美

術館により近づくことができます。また、美術館への親しみ、愛着を持ったボランテ

ィアの方々を架け橋として、より広い層の市民に美術館の魅力を知っていただく機会

を増やしたいと考えています。 

・横須賀美術館のボランティア活動は労働ではなく、美術館が担うべき社会教育の一環

です。ボランティアがそれぞれの創意と経験を活かし、仲間どうし協力し、美術館な

らではの活動をしていくこと、そして、やがてそれが地域の新しいコミュニティとな

ることを期待しています。 

・ボランティア活動がより広がるよう努めます。例えば、ギャラリートークボランティ

アの活動の周知や、小学生美術鑑賞会ボランティアやみんなのアトリエボランティア

のように、美術館主体の事業に関わっている活動の充実などを検討していきます。 
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［一次評価の理由］ 

（全体として） 

・新規ボランティアの参加により、新鮮な気持ちで各々活動できたようです。ギャラリ

ートークボランティアと小学生美術鑑賞ボランティアとで活動を分けましたが、レク

チャーについては希望すれば横断的に出席できるようにしており、ボランティア同士

の交流の場にもなっています。また、27年度にひきつづき、ボランティアに対し細か

い対応ができています。 

 

（ギャラリートークボランティア） 

・新規ボランティア４名を迎え、うち１名は年度末に活動を辞退しました（仕事の都合

により）。 

・新規ボランティア向けに、近代日本美術の流れや、地域作家について学ぶレクチャー

を複数回開催しました。いずれのレクチャーも積極的に参加し、レクチャー後の課題

（レポートの提出）にも真摯に取り組んでいました。既存のボランティアも、改めて

学ぶ機会となり、好評でした。 

・ギャラリートークでは、当日の担当者間で取り扱う作品を分担し、それぞれ工夫した

個性的なトークを展開しています。 

 

（小学生美術鑑賞会ボランティア） 

・ボランティアを新規募集し、５～６月に集中して学校受け入れのための研修を行いま

した。 

・企画展毎に、担当学芸員によるレクチャーを行い、企画展でもボランティアが安心し

て小学生を受け入れられるようにしました。 

・ボランティア２名に１クラスの引率をお任せしており、責任感とやりがいをもって取

り組んでいただいています。 

 

（「みんなのアトリエ」ボランティア） 

・28年度も新規登録者が増えました。いっぽうで、これまでも活躍していたボランティ

アさんの経験が豊かになり、参加者と自然な交流ができています。 

  

（プロジェクトボランティアについて） 

・28年度は、例年よりもイベントの回数を１回増やし、「だれでも参加できる」「美術館

を活かした活動」という点に留意しながら、ボランティア自身が発案し運営するイベ

ントを行いました。それぞれのイベントは地域の行事としてすでに定着し、市民を中

心に多くの方が参加しています。 

・これまで当日ボランティアとして参加していた方々へ、こちらから積極的に声掛けし

たところ、イベント当日だけでなく、準備段階から参加してくれるようになりました。 
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・ボランティアの経験値が高くなったことで、イベント開催に向けて着々と準備が進め

られるようになりました。また、当日の進行がスムーズに行われています。 

 

［次年度への課題］ 

・ギャラリートークボランティアおよび小学生美術鑑賞会の新規募集を行わないため、

レクチャーの回数が減りますが、ボランティアがモチベーションを保ちつづけられる

よう、よりいっそう気を配っていきます。 

・小学生美術鑑賞会ボランティアについては、児童の鑑賞活動をよりサポートできる体

制を整えられるよう、さらに検討を進めます。 

・ギャラリートークボランティアに新メンバーが加わりましたが、年間のギャラリート

ークの回数は変わりません。一人当たりの活動の機会が減ってしまうため、活動の機

会を増やします。 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ａ 
市民ボランティア協働事業への参加者数が増加し

たことと、新規登録者があったことを評価する。 

・入場者の数ではなく、市民ボランティアの協働事業参加への延べ参加数が 414人増

加していることや、新たに登録を希望したボランティアがいたこと等を評価した。

［小林］ 

・評価値を大きく上回り、ボランティアに対する市民の知名度とモチベーションが高

まっている表れと思う。［菊池］ 

・延べ参加者数が、対前 20％近く伸びているのは評価できる。（色々な施策を工夫・

実施している）［草川］ 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
ボランティアのおかげで、初めて美術館を訪れる

児童も安心して鑑賞し学び楽しむことができた。 

・延べ人数の増加や、新規登録者がいたことなどを評価し、実施目標である市民ボラ

ンティアへの場所の提供ややりがいの場が年間を通して提供されていたと判断し

た。［小林］ 

・ボランティア数が増加した分オペレーションに気を配ることにより、より効果的な

運営ができると思う。［菊池］ 
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・ボランティア活動の評価の要点は、参加者数よりも、個々のボランティアがモチベ

ーションを持って取り組んでいけるような工夫がなされているか否かにあると思

うので、その意味では、Ｓでよいと思う。［柏木］ 

・小学生ボランティアの方がクラスごとについてくださり、初めて美術館を訪れる児

童も安心して鑑賞し学び楽しむことができた。次年度もサポート体制をご検討いた

だけるとのこと感謝している。[河原] 
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Ⅱ 美術に対する理解と親しみを深める 

③ 調査研究の成果を活かし、利用者の知的欲求を満たす 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ａ 

 

 

【達成目標】企画展の満足度 80％以上※ 

 

［目標設定の理由］ 

・展覧会を企画・実施することは、美術館にとって基本的な活動のひとつであり、中で

も、企画展は、波及効果が高く、最も力を注ぐべき事業といえます。こうした認識か

ら、企画展に対する来館者の満足度を、美術館の社会教育機能の高さを示す目安とし

ました。 

・満足度は来館者へのアンケートによって算出しており、同じ方法の調査を継続的に行

っています。またその満足度の内訳は「作品」「観覧料」「配置・見やすさ」「解説・

順路」「心的充足」を計っていて、その総合数値を出しています。 

・満足度の内訳を見ていくと、「観覧料」「解説・順路」の内の順路については、満足度

を上げていくことには限界があり、「作品」「配置・見やすさ」そして解説について改

善の余地があります。 

・ここ数年の数値の変化の経緯を総合的に判断し、目標を80%以上としました。 

※ なお、年度ごとの「企画展満足度」を算出する際には、それぞれの企画展の観覧

者数の比率を反映させています。企画展Ａの観覧者数をＡ（人）、企画展Ａの満足

度をａ（％）とするとき、年度ごとの満足度（％）は 

（Ａａ＋Ｂｂ＋Ｃｃ＋Ｄｄ＋Ｅｅ＋Ｆｆ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 

で表します。 

 

［一次評価の理由］ 

目標の「80％以上」を超える 88.0％という数値となりました。 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

企画展満足度 77.6％ 84.6％ 87.0％ 88.0％ 

 

企画展別にみると、「さくらももこの世界展」は、広く人気のあるマンガ家、エッセ

イストであるさくらももこの原画を含む展覧会でした。「作品」の満足度は93.2％でし

た。他の項目も概ね高く、総合では92.2%でした。 
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「自然と美術の標本展」は博物館と連携し、植物や鉱物の標本と、現代作家6組の作

品をあわせて展示しました。美術だけでなく自然科学に関心がある方たちが来館しまし

た。標本と美術作品を同じ空間に並べたことも評価され、「作品」と「配置・見やすさ」

で高い数値を出しています。 

「女性を描く」展はフランスの近代絵画を中心に構成した展覧会でした。最も高い数

値は「作品」で84.6%、1,200円と設定した観覧料や、キャプションの文字の見にくさか

ら「解説・順路」は65.1%でした。ただその他のサービスも含め総合では85.0%となりま

した。 

「新宮晋の宇宙船」展は、現代作家の近新作を中心に構成した展示で、満足度は非常

に高く92.5%となりました。特に作品については98.6%、すっきりと見やすい展示だった

ため「配置・見やすさ」も93.9%と全体的に高い評価となりました。 

「中村光哉展」では、横須賀ゆかりの友禅作家の展覧会でした。「配置・見やすさ、

作品」については約90%と高い数値が出ました。その他の項目も80%を超えて概ね高い満

足度を示し、総合的には86.9%となりました。 

毎年恒例となっている「児童生徒造形作品展」の観覧者の多くは出品された子どもた

ちの関係者であり、内容を批判する要素に乏しいことから、他の企画展と満足度を比較

するには注意が必要ですが、79.2%と80%を下回りました。「作品」や「配置・見やすさ」

には満足をしていますが、「期待どおり」だったことがこの結果になったと考えられま

す。 

また、要素別に満足度を検討すると、「解説・順路」については、改善の余地がある

高くない数値となっています。アンケートでも、「キャプションの漢字が読めない」「解

説が難しい」などの意見が寄せられているので、より分かりやすい表示をしていくなど、

今後の課題とします。 

 

【実施目標】 

・幅広い興味に対応するようバランスをとりながら、年間６回（児童生徒造形作品展

を含む）の企画展を開催する。 

・所蔵品展・谷内六郎展をそれぞれ年間４回、テーマをもたせた特集を組みながら開

催する。 

・知的好奇心を満たし、美術への理解を深める教育普及事業を企画・実施する。 

・美術への興味や関心が深まる美術関連の資料（図書、カタログ等）を、図書室で収

集・整理・保管・公開する。 

・資料が探しやすく、快適に利用できる図書室環境を維持する。 

・主として所蔵作品・資料に関する調査研究を行い、その成果を美術館活動に還元す

る。 

 

［目標設定の理由］ 

社会教育機関としての美術館は、常に知的好奇心を満足させる事業を行い、また、そ

のための環境を整えていかなくてはなりません。美術として扱うべき領域はとても広く、
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利用者の幅広い興味に応えるためには、所蔵品展以外にもさまざまなテーマを設けた企

画展を開催する必要があります。作品の借用が許される期間に限度があることなどを考

慮し、１カ月半から２カ月程度を目安とした年間６回の企画展を計画・開催しています。

また、コレクションの魅力を紹介するために、所蔵品展および谷内六郎展をそれぞれ年

間４回開催しています。 

さらに、横須賀美術館では、美術への親しみ、理解を深めるために、講演会やワーク

ショップなど、年間を通じてさまざまな教育普及事業を展開しています。ここでは、広

く一般向けの教育普及事業について、評価の対象とします。 

これらの事業を企画・実施するための基礎が、調査研究です。範囲は、所蔵作品に

関することを中心に、広く美術に関すること、教育普及に関することを含みます。 

 

［一次評価の理由］ 

28年度の企画展は、アニメ、マンガで広く親しまれている「さくらももこの世界展」

海外展、親しみやすいテーマ展、現代作家の個展など多岐にわたっていました。 

「さくらももこの世界展」は、「ちびまる子ちゃん」の作者として知られるさくらも

もこ（1965-）の、表紙絵や絵本の原画約130点を中心に、立体作品やコレクション、

音楽とかかわる仕事やエッセイの原稿などを展示し、その作品世界をご覧いただきま

した。 

「自然と美術の標本展」は、標本（植物、鉱物など）をテーマにした展覧会。博物

館と連携し、実際の標本と、現代作家6組（江本創、鉱物アソビ、橋本典久、原田要、

plaplax、山本彌）の作品をあわせて展示しました。内容も、また親子向けを対象とし

たことも夏の開催にあった展示となりました。 

「女性を描く」展では、産業化と機械化の発展により、大きく変化したフランスに

おける1850年から1939年の絵画の歴史について、「肖像」「画家とモデル」「家庭」「労

働」「余暇」「夢の女」というテーマに沿い、女性像を紹介しました。音声ガイドや、

近隣事業者とコラボメニューも試みました。 

「新宮晋の宇宙船」展は、風や水といった自然エネルギーを受けて、ユニークな動

きをみせる屋外彫刻で知られる新宮晋（1937-）が、美術館という屋内空間に挑む個展。

海の広場には、世界中を旅した「ウインド・キャラバン」を展示し、好評を博しまし

た。 

「中村光哉展」は、横須賀の港の風景を友禅の技法で表現した染色家です。本展では、

当館の所蔵作品に、ろう染めによる初期作品を加え、色彩豊かな中村光哉の世界の全貌

をご紹介しました。展覧会にあわせたきもの特典も好評でした。 

所蔵品展では、会期ごとに特集を組み借用作品も加えて、より魅力のある展示とな

るよう努めました。また次年度が開館10周年となるため、来館者の方によるコレクシ

ョンの人気投票を第１期から３期にかけて行いました。この結果は29年度の第１期所

蔵品展に反映させます。また、こうした「参加」方式のためか、全体の満足度は80.2%

と大幅に上昇しました。 

第１期では、生誕100年にあわせて「月岡榮貴」を特集しました。 

第２期では、横須賀にゆかりのある画家・川田祐子による近・新作の油彩作品を26

点、北側展示ギャラリーに展示しました。 
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第３期では、所蔵品の日本画とあわせて、画材や表具についてわかりやすく説明す

る特集「日本画っておもしろい」を特集しました。 

第４期では、早世した画家・若林砂絵子の油彩、版画作品を特集しました。 

 

谷内六郎館では、所蔵品展の会期と連動して、年４回の展示替えを行っています。

28年度は、１期では「雨模様・晴れ模様」、２期では「小さきものを慈しむ」、３期は

「おしゃれな、あの子」、４期では「冬物語」というテーマをたてました。また、所蔵

品展と同じく29年度の10周年事業として展示に反映するために、第２期から４期にか

けて来館者による投票を行いました。 

 

教育普及事業（一般向け）については、一覧すると下表のようになります。 

いずれも、参加者と講師、主催者が互いに質の高いコミュニケーションを取り合え

るよう、そのつど適正な規模を考えて実施しています。また、講師と美術館スタッフ

が打合せを重ね、入念な準備を行なっています。結果として、規模は大きくないもの

の、参加者の満足度の高い事業となっています。 

 

講演会・アーティストトーク                   （単位：人） 

タイトル 実施日 講師 定員 応募 参加 

「自然と美術の標本展」関連ト

ークショー「鉱物趣味クロニク

ル」 

 7 月 9 日 

 

鉱物アソビ・フジイキョウコ（「自

然と美術の標本展」出品作家） 
70 － 24 

「自然と美術の標本展」関連ト

ークショー「幻獣採集探検譚」 

 8 月 11 日 

 

江本創（「自然と美術の標本

展」出品作家） 
70 － 78 

「女性を描く」展関連講演会「近

代都市パリに生きた女性たち」 

 10 月 1 日 

 

坂上桂子（早稲田大学文学学

術院教授） 
70 － 20 

「新宮晋展」関連アーティストト

ーク「この星に生まれて」 

 11 月 3 日 

 
新宮晋（出品作家） 120 － 120 

中村光哉展関連アート＆アフタ

ヌーンティー 

3 月 4 日 

 
当館学芸員 25 － 24 

谷内六郎館関連講演会「これ、

うちにあった！谷内六郎×なつ

かしの道具で振り返る‘昭和’」 

 10 月 23 日 

 

瀬川渉（横須賀市自然・人文

博物館学芸員）、当館学芸員 
20 － 

 

7 

 

アーティストトーク  9 月 4 日 
川田祐子（第 2 期所蔵品展出

品作家） 
－ － 70 

学芸員によるギャラリートーク

（各企画展） 

4 月 23 日 

 7 月 23 日 

 9 月 24 日 

10 月 15 日 

11 月 19 日 

12 月 15 日 

3 月 18 日 

当館学芸員 －  － 
112 

*合計

値 
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展覧会関連ワークショップ                      （単位：人） 

タイトル 実施日 講師 定員 応募 参加 

谷内六郎館関連「ろうけつ染で

絵を描こう」 
10 月 2 日 すずきあき（染色家） 16 17 15 

中村光哉展関連「見て・聞い

て・染めて知る‘友禅’」 
2 月 25 日 平林芳子（友禅作家） 20 29 18 

 

オトナ・ワークショップ                       （単位：人） 

タイトル 実施日 講師 定員 応募 参加 

「アートなカップをつくろう」 
9 月 18 日 

（2 回） 
白倉えみ（陶芸家） 20 61 17 

「シルクスクリーンのミニノートを

つくろう」 

12 月 3 日 

（2 回） 

NEWPOSIONS（シルクスクリー

ンペーパー作家） 
16 18 16 

 

映画上映会                             （単位：人） 

タイトル 実施日 講師 定員 応募 参加 

冬のシネマパーティー 

『エルミタージュ幻想』 

2 月 4 日 
キノ・イグルー （移動映画館） 

30 68 30 

2 月 5 日 30 46 29 

 

教育委員会他課との連携                       （単位：人） 

タイトル 実施日 講師 定員 応募 参加 

第 40 回横須賀市市民大学講

座「フランス絵画のなかの女た

ち『女性を描く』展の背景」（横

須賀市生涯学習財団との共

催。ウエルシティ市民プラザ） 

10 月 26 日 
浅間哲平（静岡県立大学講

師）、当館学芸員 
80 － 90 

第38回美術館めぐり「横須賀美

術館『女性を描く』展」（横須賀

市生涯学習財団との共催。横

須賀美術館） 

10 月 11 日 当館学芸員 40 － 40 

 

平成28年度の講演会は、７回実施したうちの４回が出品作家によるトークとなりま

した。特に、現代美術の場合、作家自身のトークは、作品への理解を深めるという面

でも、また、作家のファン層の来館を促すという意味でも、有効だったと考えます。 

展覧会関連のワークショップは、展示作品の技法を追体験する内容で２回開催しま

した。また、当館の特徴的な事業の一つである「オトナ・ワークショップ」では、注

目度の高いジャンルをうまくワークショップに取り入れることができました。 
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映画上映会は、「シネマパーティー」として恒例化しているイベントで、例年通り、

安定した参加者数を得ています。今回から上映場所をエントランスホールに移し、よ

り大きなスクリーンで見られると好評でした。 

また、市民大学講座との連携による教育普及事業を2件実施し、合わせて130名の参

加を得ることができました。市民大学講座との連携は、平成24年度より実施しており、

今後も継続していくことが望まれます。 

図書室に関しては、定期購読雑誌や作品集をはじめ、美術史・デザイン・建築・写

真など幅広い分野の美術図書と、自館で開催する展覧会に関連する資料、子ども向け

の美術入門書やアーティストによる絵本などを収集しています。配架の工夫や室内案

内表示により、利用しやすい環境づくりに努めているほか、展示室内にも案内用のフ

ァイルを置き、利用の拡大につとめています。 

 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ａ 
年々企画展の満足度が向上しており、安定感もあ

る。キャプション文字の見にくさ等、問題が改善

されれば満足度は大幅にアップすると思われる。 

・年々企画展の満足度が向上しており、安定感もある。［菊池］ 

・来館者総数の 1％強の母数に基づく数値結果ではあるが、出品作品に対する満足度

もすべて高い数値を示しており、「利用者の知的欲求」は高水準で満たされている

と評価する。［柏木］ 

・キャプション文字の見にくさや解説などに問題があり、改善の余地があると判断さ

れ改善が可能ならば、早急に実施すれば満足度は大幅にアップすると思う。その際

には、今後目標設定を上げるべきと考える。[草川] 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
大人・子ども・親子など様々な層が楽しめる企画

展であり、作家本人の講演会やトークは鑑賞の魅

力を増す効果があり、来館者の満足につながった。 

・満足度に表れているように、平均したばらつきのない評価は、企画内容が支持され

たものと思う。［菊池］ 

・展覧会の内容もバランスが取れており、関連事業にもしっかり取り組めていると思

う。数値目標未達の展覧会については、原因の分析が必要。[柏木] 

・大人・子ども・親子など様々な層が楽しめる企画展であり、作家本人の講演会やト

ークは鑑賞の魅力を増す効果があり、来館者の満足につながったと思う。[河原] 
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④ 学校と連携し、子どもたちへの美術館教育を推進する 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ａ 

 

【達成目標】中学生以下の年間観覧者数 22,000人 

 

［目標設定の理由］ 

子どもたちが美術館に親しみを持ち、利用しやすくするためのさまざまな取り組み

をしていますが、その成否は、実際の観覧者数に反映されるはずです。 

従来、横須賀美術館では、一定の質を保った美術展を年間通してバランスよく行う

こととしています。平成27年度については、夏季に、世代を越えた支持層をもつ TVシ

リーズ「ウルトラマン」をテーマとして、「ウルトラマン創世紀」展を開催しました。

また、秋には、絵本作家として知られる長新太氏の回顧展を行いました。 

今年度も、世代を問わず親しみのもてるテーマを取り上げるとともに、美術館でな

ければできない子ども向けの事業を行うよう心がけることとします。 

一方で、市全体の14歳以下の人口が減少していることや、子ども向け事業の対象か

らははずれる中学生の観覧者数が横ばいであることなど、中学生以下の観覧者数が容

易には増加しにくい条件も見られることを考慮し、平成28年度の目標は、これまで通

り22,000人としました。 

 

［一次評価の理由］ 

28年度の中学生以下の年間観覧者数は22,208人となり、目標を達成しました。 

中学生以下の観覧者数                     （単位：人） 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

幼児 5,358 9,216 7,202 5,668 

小学生 11,819 12,851 12,639 12,414 

中学生 4,119 4,003 4,332 4,126 

計 21,296 26,070 24,173 22,208 

 

家族連れが訪れやすい行楽シーズンに、若年層向けの事業を実施するという年間の

事業計画が、目標達成につながっています。 

平成28年度は、夏休み期間に、自然科学分野と現代美術という二つのジャンルを融

合させた「自然と美術の標本展」を開催したことが、家族層の集客に効果的に作用し

ました。８月の中学生以下の観覧者は、この年代の年間の観覧者数の１／４に当たる、

5,610人となっています。 
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また、同展においては、市立の小中学校を通して全児童生徒に子供向けのチラシを

配布しました。展覧会情報を、学校からの配布物という信頼性の高い手法で周知する

ことには、一定の効果があると考えられます。ただし、平成28年度は、例年３つの展

覧会で実施している、この全児童生徒向けチラシが、予算の都合で２回となりました。

中学生以下の観覧者数に大きな伸びが見られなかったことの理由の一つと考えられま

す。 

展覧会以外の事業としては、小・中学生の造形活動を支援する目的で、映画上映会

を含めた10回の子ども向けワークショップを実施し、合計で587人（保護者を含む）の

参加を得ました。 

鑑賞の面では、小学生美術鑑賞会（全市立小学校６年生約3,500人が参加）、中学生

対象の鑑賞教室（保護者を含む196人が参加）、未就学児から小学校低学年を対象とし

た親子向け展覧会ツアー（４回実施、17組35人が参加）、保育運営課との連携による市

立保育園10園を対象とした鑑賞プログラム（約300人が参加）など、年齢別にさまざま

な鑑賞活動支援事業を行なっています。いずれも、継続的に実施しているものですが、

教員や保育士との連携、他館との情報共有により、つねに発展的な内容となるよう努

めています。 

 

【実施目標】 

・学校における造形教育の発表の場として、児童生徒造形作品展を実施する。 

・学校および関係機関と緊密に連携し、子どもたちにとって親しみやすい鑑賞の場を

つくる。 

・子どもたちとのコミュニケーションを通じて、美術の意味や価値、美術館の役割な

どに気づき、考え、楽しみながら学ぶ機会を提供する。 

・鑑賞と表現の両方を結びつけたプログラムを実施する。 

・小学生美術鑑賞会を充実させるため学校との連携を強化する。鑑賞会と連動した教

材「アートカード」の一層の活用促進を教員と協力しながら行う。 

［目標設定の理由］ 

美術教育は表現と鑑賞との両輪によってなりたつものですが、多くの学校教育現場

では鑑賞の機会に乏しく、表現としての造形教育に偏りがちでした。 

近年の学習指導要領では、小・中学校における鑑賞教育がより重視されるようにな

ってきています。平成 23年度から実施された小学校の新学習指導要領では、鑑賞教育

のために地域の美術館を利用することに加え、学校と美術館との連携を図ることが明

示されています。美術館には、先生との情報共有を密にし、学校からのニーズに応え

ることが求められています。 

学校教育ではできない、美術館だからこそできることは何かをじゅうぶん意識しな

がら、鑑賞教室やワークショップ、作家との連携等充実したプログラムを企画、提供

することによって、子どもたちが美術に親しみをもつ機会の拡充につとめていきたい

と考えています。 
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［一次評価の理由］ 

・平成20年度から、市内の子どもたちの作品を一堂に展示する「児童生徒造形作品展」

の会場となっています。学校・幼稚園と緊密に連携しながら運営にあたっています。 

・平成19年度から実施している小学生美術鑑賞会の対応には、学芸員と専門のボラン

ティアがあたり、ワークシートなどを利用して、鑑賞の楽しさを知ってもらえるよ

うつとめています。受け入れ側が経験を積むことによって、内容も充実度を増して

います。 

・平成28年度の小学生美術鑑賞会に際して、アートカードによる事前授業の実施状況

等を各校に調査したところ、4割の学校が実施していると回答しました。事前授業に

よって、あらかじめ作品のイメージが伝わっていると、作品に対する児童の反応も

よくなることが分かっており、今後も活用促進を図っていくことが重要です。 

・小学生美術鑑賞会以外で来館する市外あるいは私立の小・中学校に対しても、要望

に応じて、美術館でのマナー解説やワークシートの提供を行いました。 

・夏休みの時期に合わせ、中学生のための美術鑑賞教室を実施しました。鑑賞ガイド

の内容が、参加する中学生のニーズに合うようつとめました。 

・子どもを対象とした教育普及事業に積極的に取り組んでいます。ワークショップな

どの造形活動のほか、野外映画会や、親子向けのツアーなど、さまざまなかたちで

美術を楽しむ機会を設けています。 

・「自然と美術の標本展」では、走水小学校で出前ワークショップを行い、また、横須

賀市自然・人文博物館の事業とも連携したワークショップを実施しました。 

・キャリア教育の面で、市立中学校の職業体験に協力しています。平成28年度は13校

22人を受け入れました。 

・鑑賞支援活動については、対象となる年齢層の幅を広げています。親子向けツアー

のほか、平成24年度から市の保育運営課と連携し、市立保育園全10園に対し、出前

授業と来館時の鑑賞プログラムを実施しています。 

・美術館が主体となって行なう事業だけでなく、先生が中心となり学校で行なうこと

のできる鑑賞教育について、研究と実践を重ねています。平成25年度に開発した鑑

賞教材「横須賀美術館アートカード」（文化庁補助事業）は、市外からも注目され、

平成28年度は10件の貸し出しと、２回の市外教員向け研修会を実施しました。市内

においては、教員が独自のアートカードを制作して行う新しい授業の取り組みが２

件あり、美術館から資料の提供を行いました。 

 

［次年度への課題］ 

・平成25年度より継続して行なってきた「地域とはぐくむ子どもための鑑賞教育基盤

整備事業」は、当初予定通り、27年度末をもって、文化庁からの助成が終了しまし

た。今後も、学校現場での活用状況を把握し、必要に応じてさらなる活用促進を呼

びかけていきます。また、学校で行なわれる鑑賞教育と連動した、的確な来館プロ

グラムについて、研究を進め、ワークシート等に反映させます。 
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・中学生のための美術鑑賞教室の参加者の大半は、美術館レポートなどの宿題のため

にこの事業に参加しています。宿題に役立つ情報を提供することが重要であると同

時に、単なる宿題の「消化」に終わらせない、プログラムの工夫が必要です。また、

学校の宿題と美術館のプログラムとが補完し合いながら中学生の鑑賞活動をサポー

トできるよう、美術館が用意できる夏休み中のプログラムについて、先生方にもあ

らかじめ詳しくお知らせするなど、学校現場への情報提供に努めます。 

・例年、約10校の小学生美術鑑賞会の日程が、「児童生徒造形作品展」の会期に当たっ

ています。同じ小学校が毎年この会期を希望してくる傾向があり、年間行事の中で

定着していることがうかがえます。ただし、作品点数の多い同展の鑑賞は、どうし

ても慌ただしいものとなりやすく、また児童にとっても、学校のなかでの鑑賞活動

の延長に留まってしまうことが懸念されます。小学生美術鑑賞会が、「我が国や諸外

国の親しみのある美術作品を鑑賞して、良さや美しさを感じ取る」契機として機能

するためには、先生方と美術館とが、鑑賞会の趣旨を改めて確認し合うことが望ま

れます。 

・先生方が、美術館やその所蔵作品を授業で活用する際には、作品データの提供や学

芸員の派遣など、先生の要望に応じたきめ細やかな協力を行っています。しかし、

その点を学校に広く伝えることは難しく、また、個々の先生の授業計画をすべて把

握することもできません。学校にとって一層活用しやすい美術館であるためには、

先生との情報共有の機会を作り、先生方のニーズをより迅速に汲み上げていく必要

があります。 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ａ 
この三ヵ年で幼児の観覧者数が微減している理由

を分析する必要あり。 

・この三ヵ年で幼児の観覧者数が微減している理由は何だろうか？［柏木］ 

・年々減少する子供の人口はどうすることも出来ない。家族層の集客を更に強化すべ

きと思う。[草川] 

 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ｓ 
児童生徒造形作品展を美術館で開催することによ

り、児童が美術館を訪れるきっかけとなった。 

・学校との連携においては、当美術館の学芸員含めスタッフが親身になって美術を広

める努力をしていると思う。［菊池］ 
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・アートカードの地道な活用が、学校現場における美術教育を後押ししていると思う。

［菊池］ 

・造形活動支援も鑑賞教育もメニューが豊富で、PDCAによる自己分析もしっかりでき

ているように思う。[柏木] 

・児童生徒造形作品展を美術館で開催してくださることにより、児童が美術館を訪れ

るきっかけとなり、「他の作品も見たい」「また来館したい」という思いにつながっ

た声が聞かれた。[河原] 
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⑤ 所蔵作品を充実させ、適切に管理する 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ｃ 

 

 

【達成目標】環境調査の実施（年２回） 

美術品評価委員会の開催（年１回） 

 

［目標設定の理由］ 

美術館としての基本的な活動として、作品収集を行っていますが、購入費（基金）

が充当されていないため、寄贈に頼っているのが実状です。したがって、数値目標と

して新規収蔵作品の数量等を設定することは不適切であると考えます。そうしたなか

で、収集のための情報収集や調査を継続的に行うことの結果として、受け入れの可否

を諮問するための美術品評価委員会を、年に１回開催することを数値目標とします。 

また、収蔵庫の環境が作品の保管に適しているかどうか調べる環境調査を、年２回

実施することを、あわせて目標とします。 

 

［一次評価の理由］ 

収蔵施設の環境調査を、５月17日～６月16日、７月19日～８月19日の日程で２回実施

し、概ね良好な結果を得ました。また、寄贈の申出のあった作品についての調査を行い、

諮問のため美術品評価委員会を３月13日に開催しました。 

 

【実施目標】 

・収集方針に基づき、主体性を持って積極的な収集活動を行う。 

・適正な保管環境を維持し、そのチェックのため必要な調査を実施する。 

・計画的に所蔵作品の修復、額装を行う。 

・所蔵作品が広く価値を認められ、他の美術館等で開催する企画展などに活用されて

いる。 

 

［目標設定の理由］ 

すぐれた美術作品をひろく収集し、次世代に伝えてゆくことは、美術館の果たすべき

基本的な役割です。そのために、保管のための適切な環境整備と、作品そのものの修復

および保護を行っています。他の機関での展示等の所蔵品の活用は、作品への影響を充

分に考慮したうえ、可能な範囲で行っています。 
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［一次評価の理由］ 

平成28年度は寄贈32点を受入れました。 

これまで毎年50点を越える寄贈を受入してきたことから見ると点数は減りましたが、

過去に企画展で取り上げた作家の作品（芥川（間所）紗織、川端実、磯見輝夫）、所蔵

品展特集展示で展示した作品（川田祐子、若林砂絵子）、収蔵作品と関連する作品（高

間惣七、矢崎千代二、伊東深水）をバランスよく収蔵することができました。 

収蔵庫・保管庫について、昆虫類、菌類、気相についての調査（環境調査）を年度

内に２回実施し、概ね良好であることを確認しています。開館以来継続的に行ってい

ることには、環境の長期的な変化を観察する意味があります。 

修復、額装は、作業に時間がかかることから所蔵品展での展示や他館貸出予定があ

る作品を優先し、修復額装４点、額装（額改修を含む）12点、新規マット装９点を行

ないました。平成29年度以降も引き続き、近年の寄贈作品を中心に必要な修復、額装

を行ない、既存の作品でも画面への映り込みがはなはだしいものについては、アクリ

ルやガラスを外して額縁改修を行うなど見直しを行ってまいります。 

所蔵作品の活用について、所蔵作品のうち９件125点を他機関に貸出しました。練馬

区立美術館の朝井閑右衛門展、浦添市美術館の谷内六郎展の貸出点数が100点を超えて

おり、貸出にともなう業務（額装の見直し、作品検品、浦添市美術館への展示撤収時

の立会いなど）に多くの時間を費やしました。 

貸出件数から見ると、21年度16件、22年度12件、23年度18件、24年度14件、25年度

14件から漸減し、平成26年度、27年度と同水準です。この数字は、美術館で全国集荷

を行うような大規模企画展開催が減少していることに加え、当館への貸出依頼がある

特定の作品に集中する傾向があり、そのため所蔵品展での展示計画や作品保護との兼

ね合いで貸出を制限する場合があるためと考えます。 

以上により、例年並みの活動をしているといえますが、作品購入費の充当が途絶え

ている状況が解消されていないことから、一次評価を「Ｃ」としました。 

 

［次年度への課題］ 

・作品購入の必要性を説明していくと共に、財源について引き続き検討を進め、たと

え少額でも作品購入費が予算配当されるよう努力します。 

・収集作品を精選します。 

・貸出作品の偏りを減らすため、所蔵作品の活用と周知に努めます。 

・収蔵作品の増加に伴い、収蔵庫のスペースを有効活用し、作品を適切に保管します。 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ａ 
所蔵作品管理、作品収集に関する美術館としての

取組みは過不足なく行われている。 
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・所蔵作品管理、作品収集に関する美術館としての取組みは過不足ないと思われる。

［柏木］ 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ｃ Ｃ 
美術品の購入が途絶えると優れた美術品の情報が

集まらなくなり、将来的な美術館活動に影響する

懸念が強くある。 

・実施目標でＣ評価をつけざるを得ない理由は作品購入が出来ない点にある。しかし、

美術品の充実と管理問題が、達成目標と実施目標の設定項目で有機的連関をみてい

るかどうかは、再検討の余地がある。達成目標では所蔵作品の充実という視点が欠

落しているように読み取れる。[小林] 

・作品購入費の財源確保については、まずは、美術館の設置者で所蔵品の所有者であ

る横須賀市の政策判断になると思うので、２次評価はＦとすべき側面もあると考え

る。美術品の購入が途絶えると、優れた美術品の情報が集まらなくなり、将来的な

美術館活動に影響する懸念が強くある。受贈にあたっても作品を厳選する必要があ

る。これらを総合的に評価してＣとした。[柏木] 

・「Ｃ」の評価基準の内、”目標にはほど遠い”という結果への客観評価であれば「Ｃ」

であるが、作品購入が不可の現状を補完する努力がなされており、”より一層の努

力を要する”という評価基準は該当しないと考える。[樺澤] 

・魅力的な美術館となるためには、どのような作品が収蔵されているかも重要なカギ

になると考え、引き続き作品購入の予算が配当されるよう願う。[河原] 

・作品購入費の予算配当は、美術館の努力では結びつかない部分もあると思う。更な

る予算配当の要望努力を期待する。[草川] 
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Ⅲ 訪れるすべての人にやすらぎの場を提供する 

⑥ 利用者にとって心地よい空間、サービスを提供する 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ａ Ａ 

 

 

【達成目標】 

・館内アメニティ満足度 90％以上 

・スタッフ対応の満足度 80％以上 

 

 

［目標設定の理由］ 

・これまで目標値が一定ではなく変動していましたが、一つの適正基準を設け、それに

対しての達成度による評価をしていただくよう、目標値を固定しました。 

・達成目標の適正基準として、それぞれ 90％以上、80％以上を設定しました。 

この目標値は、過去の実績を参考に、目標を高く持ちつつも達成が決して不可能では

ないと思われる数値であり、言い換えれば、目標値の達成イコールかなりの高水準を

維持できていると思われる数値としました。 

・満足度は、来館者アンケートの質問８項目（アクセス、館内印象、静かさ、スタッフ、

休憩所、トイレ・授乳室、清潔感、総合）の内、外部要因や展覧会等の企画内容によ

る影響を受けにくい２項目（スタッフ、総合）を指標として使用しています。 

・館内アメニティ満足度については、来館者アンケートの質問事項「全体的にみて、館

内では気持ちよく過ごせた。」に対する満足度（総合満足度）、スタッフ対応の満足度

については、来館者アンケートの質問事項「スタッフの対応・案内は適切だった。」

に対する満足度を指標としています。 

なお、原因を究明し改善に役立てるため、24 年度から５段階評価に加え、「特によか

ったところ、よくなかったところ」を具体的に記述していただく欄を設けています。 

 

［一次評価の理由］ 

館内アメニティ満足度、スタッフ対応の満足度はともに高水準で推移しています。館

内アメニティ満足度については、平成27年度に続き目標を達成しており、スタッフ対応

の満足度についても高水準で目標を達成しています。 
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 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

館内アメニティ満足度 88.8％ 89.9％ 92.6％ 92.3％ 

スタッフ対応の満足度 78.5％ 81.9％ 87.5％ 86.0％ 

 

館内アメニティ満足度に関しては、「美術館入口やトイレの場所がわかりにくい」な

ど、案内サインに係るご意見をお客様から頂戴していますので、改善に向けて今後も工

夫を重ねていきます。 

 

【実施目標】 

・建築のイメージを損なわないよう、十分なメンテナンス、館内清掃を行う。 

・受託事業者と協力して、ホスピタリティのある来館者サービスを実践する。 

・運営事業者と協力して、付帯施設（レストランおよびミュージアムショップ）を来

館者ニーズに応じて運営する。 

 

［目標設定の理由］ 

・横須賀美術館が来館者に好ましい印象を持たれている大きな要因の一つは、周囲の豊

かな自然と、その風景と調和したユニークな建物です。しかし、海のそばに立地して

いるため、強い風雨にさらされることも多く、また塩害などによる老朽化が進んでい

ることも事実です。建築の魅力をいつまでも来館者に伝えていくためには、適切なメ

ンテナンス、清掃を継続していくことが重要です。 

・また、スタッフの対応によって、美術館に対する印象は大きく左右されますので、受

付・展示監視スタッフ等の受託事業者との緊密な連携を図り、来館者の立場に立った

より良い接客を目指します。 

・美術館を訪れた際の買い物や食事も、来館者の大きな楽しみです。レストランおよび

ミュージアムショップと連携し、来館者のニーズに即応したサービスの提供がなされ

るよう、知恵を出し合い、工夫を重ねていきます。 

 

［一次評価の理由］ 

（メンテナンス） 

・谷内館の外壁や本館正面出入り口の建具に大きな劣化が見られていたので、劣化の

進行防止及び美観の改善のために塗装工事を行いました。 

・空調熱源設備機器の経年劣化が進行していたため部品交換等修理を行いました。 

・塩害による劣化が激しい空調フィルタユニットについて交換等修理を行いました。 

（清掃） 

・日常の清掃について、人員が必ずしも充分ではない（開館前４名・日中１名）ので、

利用状況に応じて重点を移す効率的な清掃を心掛けています。 
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（休憩所） 

・繁忙期（ＧＷ・夏季）の休憩所を確保するため、26年度からワークショップ室前に

簡易休憩所（屋外用テーブル・椅子）を設営しています。利用率も高く、ご好評を

頂いていますので、今後も継続していきます。 

（受付・展示監視） 

・受付や展示監視に従事するスタッフは、来館者と直に接するためクレームの対象と

なりやすく、特に展示監視は来館者への注意などを行うため、どうしてもクレーム

とは切り離せない業務となっています。 

以前は年に数件のクレームがありましたが、受託事業者の自助努力（研修、スタッ

フの入替など）や、館内における情報の共有化の促進によって日々改善の努力を続

けており、満足度の数値も一定以上の水準に達しています。 

・情報の共有や、来館者への対応方法の指示などをきめ細かく行う目的で、来館者か

らのクレーム内容や対応の記録を日報として毎日提出するよう、平成21年度より展

示監視スタッフに義務付けています。 

また平成26年10月の受託事業者変更時から受付スタッフにも日報の提出を義務付

けているため、課題が生じた場合に迅速に対応する事ができるようになりました。 

・現在の受託事業者においては、社内講師による研修や外部講師による接遇マナー研

修を実施するとともに、事業者独自の覆面調査員による接遇チェックも行なわれて

おり、その結果はスタッフ対応の満足度向上となって現れていると考えられます。 

（ミュージアムショップ） 

・平成29年1月に事業者が交代しましたが、従来の水準以上となるように事業者と協

力しています。 

（レストラン） 

・メニューの見直しなど運営事業者の自助努力により満足度はかなり向上しています。

満足される理由としては、「質の高い食事」「おいしい」のほか、「景色がよい」こ

とも挙げられています。また、低価格帯メニューが豊富になったことで、ランチタ

イムの客数は目に見えて増加しています。 

・企画展ごとに、展示のイメージや内容に合わせた「コラボレーションメニュー」を

考案して提供しており、好評を博しています。 

・混雑時の顧客のストレスを軽減するため、土日祝日については事前予約をとらず、

先着順に対応しています。 

（災害への備え） 

・例年通り年２回の防災訓練を実施しました。２回目の訓練は、避難経路の確認およ

び誘導に重点を置いた実践に即した内容とし、受付展示監視をはじめ事業者のスタ

ッフも参加しましたので、充実した訓練となりました。 
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（その他） 

・平成21年度より、毎月１回、レストラン、ショップ、受付展示監視、警備、広報、

総務、学芸の参加による運営事業者連絡会議を開催し、館内で起こっている諸問題

について情報共有、改善の提案、検討を行なっています。 

平成26年度からは設備日常監視業務の受託事業者にも参加して頂いています。 

・混雑が予想される連休等にあわせて、ケータリングカーを誘致し、より多くの来館

者に軽食等を提供できるようにしています。（平成20年度以降継続） 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ａ Ｓ 
「心地よい空間の提供」は誘客に対する基本であ

り、日常の配慮と工夫が能動的、継続的になされ

ている。 

・いずれも数値的に高水準にあると評価する。［柏木］ 

・建築物および付帯設備は放置すれば経年劣化が進行する。従って、その維持管理へ

の配慮と負荷は増大する。”心地よい空間の提供”は誘客に対する基本であり、日

常の配慮と工夫が能動的、継続的になされていると考える。[樺澤] 

・スタッフ対応が前年より低下したという問題は大きいと思う。年々向上していかな

ければならないことであり、何が問題だったのか？[草川] 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
ミュージアムショップの水準向上や、経年劣化し

た施設の修理が望まれる。 

・災害への備えとして防災訓練をされたことは有効だと思う。平時であっても動線に

迷うことがあるので、万が一の際、職員の方の誘導は重要になる。［河原］ 

・ミュージアムショップの水準（が低迷したまま）。[木下] 

・経年劣化のためかワークショップ室の扉の開閉が困難な場所があり、長い間修理さ

れていない。[木下] 

・ワークショップ室裏・本館壁面（ガラス面）の劣化・汚れ（10周年イベントで使用

した際に初めて気付いた）。[木下] 

・運営事業者であるレストランのメニュー内容・スタッフの対応・メニュー説明など

すばらしいものである。ホテルとして見習うことが多い。[草川] 
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⑦ すべての人にとって利用しやすい環境を整える 
 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ｂ Ａ 

 

【達成目標】 福祉関連事業への参加者数延べ 400人以上 

 

［目標設定の理由］ 

・福祉関連の事業は、対象を限定すればするほど参加者数が減る傾向にあります。しか

し一方で、対象を限定した事業展開こそ必要な分野でもあります。 

・上記のような事情により、福祉関連事業は、その年の事業の性格次第で参加者数の増

減が大きくなりがちです。そこで、過去の事業内容と参加者数、平成28年度の事業内

容を考慮し、400人以上を平成28年度の目標値としました。 

 

［一次評価の理由］ 

・28年度の福祉関連事業への参加者数は延べ359人となり、目標を下回りました。 

福祉関連事業への参加者数                   （単位：人） 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

講演会 29 31 28 27 

障害者向けワークショップもし

くはパフォーマンス 2回 

26 50 
45 84 

125 151 

未就学児ワークショップ 98※ 39 31 39 

みんなのアトリエ 214 191 189 190 

託児 27 34 25 19 

計 519 496 318 359 

※ 未就学児ワークショップは実施年度により、子どものみの参加の場合と親子参加の 

場合があります。25年度は親子の合計人数。 

・講演会の参加人数は、ほぼ例年並みです。 

・今年度は、視覚障害者も参加することのできる福祉ワークショップを１回、聴覚障害

者も参加することのできる福祉パフォーマンスを１回、未就学児向けワークショップ

を2回（同内容）行いました。対象や人数を限定し、より細やかなケアをできるよう

に設定したワークショップ、当日参加可とし、より多くの方に参加していただけるパ

フォーマンスといったように、事業ごとに内容とねらいを明確にし、実施することが

できたと考えています。 
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・みんなのアトリエの参加者数は、ほぼ例年並みでした。 

・託児の受託人数は昨年度より少なくなっています。定期託児利用者は昨年より多かっ

たのですが、イベントのための託児利用者が少なかったためです。ただし、イベント

のための託児利用者数は、抽選結果等に左右されるものなので、ニーズがなくなった、

あるいは周知が足りなかったという理由ではないと考えています。 

 

 

【実施目標】 

・年齢や障害の有無などにかかわらず、美術に親しんでもらう（環境づくりの）ため

の各種事業を行う。 

・必要に応じて、対話鑑賞等の人的サポートを実践する。 

・託児サービスを積極的に周知していく。 

 

 

［目標設定の理由］ 

・各種事業を通じて、美術館が健常者のみの施設ではないこと、障害の有無に関わらず

美術を楽しめること、また各年齢や状況に応じた楽しみ方があることを伝えていきた

いと考えています。 

・設備や什器を新規に導入するよりも、対話鑑賞のような人的対応を充実させることの

ほうが、福祉の充実につながると考えています。 

・障害者等のニーズを、職員が実践を通して知ることによって、次年度以降の取り組み

や長期計画に活かしていきたいと考えています。 

・子どもを持つ方が安心して美術館事業に参加できるようにするためには、託児サービ

スについても広く知っていただくことが必要と考えています。 

 

［一次評価の理由］ 

・障害児者向けワークショップ「みんなのアトリエ」では、リピーターに加え、新規で

の参加希望者が増え続けています。チラシやＨＰでの広報活動や、参加者の口コミが

広がっている表れと感じます。リピーターの方も、新しく参加しはじめた方も、リラ

ックスして各々のペースで制作を行うことができています。 

・福祉講演会「指先で読む本を広めたい！触察本の出版現場から」（７月31日）では、

視覚障害者のための触察本に加え、パンフレットやフライヤー、案内板などの出版制

作を手がけているイタリアの出版社社主シルヴィオ・ザモラーニ氏を講師に迎えまし

た。媒体に適したテーマ選びや配慮する点、ユーザーや研究者との連携など、具体的

でわかりやすい話が多く、参加者も納得しながら聞いていました。障害者やその家族

のほか、アーティストなどが参加しており、積極的に質問していました。 

・視覚障害者も参加することのできる福祉ワークショップ「くんくんウォーク＠横須賀

美術館」（12月11日）では、匂いをテーマに、観音崎公園や館内の散策、作品鑑賞を
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行いました。視覚障害者だけでなく、発達障害児や車いすユーザーも参加しましたが、

講師やボランティアと共に、それぞれに合った内容やコースを想定して打ち合わせし

ていたので、当日は和気あいあいとした雰囲気で進めることができました。参加者は

もちろん、ボランティア、担当学芸にとっても発見や学びが多いワークショップとな

りました。 

・聴覚障害者と聴者が共同で公演活動を行っている人形劇団を招いた福祉パフォーマン

ス「一寸法師とお楽しみ交流会」（２月19日）では、大きな身振り手振りをまじえた

コミカルな人形劇を鑑賞した後、劇団員や他参加者との交流会を実施しました。交流

会では、演者による自然なリードによって、初めて見る楽器や珍しい楽器に触れなが

ら、各々の音づくりや全体での音遊びを楽しめました。いくつかの簡単な手話を覚え

る場面もあり、笑いの絶えない和やかな時間が過ごせたかと思います。なお、当イベ

ントは、当日自由参加だったため詳細は把握していませんが、参加者には聴覚障害者

も数名おられたようです（補聴器を付けていたり、手話でお話しされている方がいら

っしゃいました）。 

・未就学児向けのワークショップ「せっこうデコボコ～石膏でレリーフをつくろう～」

（３月19日、20日）では、例年お願いしている講師の巧みなリードにより、未就学児

であっても、集中して楽しく制作に取り組むことができています。今年度は、やや複

雑な工程でしたが、みな説明を真剣に聞いて理解し、作品を完成させることができま

した（保護者は送迎時のみの入室）。 

・養護学校については、常連の学校（中学部）に加え、はじめての学校（高等部）の利

用がありました。それぞれ、特徴や要望を聞きながら当日の内容、利用するワークシ

ートなどを提案し、実施しました。また、今年度は横須賀市の相談教室（小中学生対

象）と連携しながら、来館プログラムを組むことができました。生徒の特徴や要望な

どもヒアリングできたので、来年以降に活かしていきたいと思います。出前授業の要

望や実施はありませんでしたが、対応可能であることを来年度も周知していきたいと

思います。 

 

［次年度への課題］ 

・「みんなのアトリエ」については、参加者が固定化している傾向が見られるため、新

たな素材・道具を取り入れる等、活動内容の見直しを行い、参加者の期待を維持して

いくと同時に、新規の参加者を募っていく必要があります。また、毎年３月にワーク

ショップ室で行っている１年分の作品展示については、観覧者から好評を頂いていま

すが、広報活動の場として活用し、本事業をさらに周知するよう努めます。 

・養護学校や支援級については、今後も継続して美術館を利用することが推測されます。

毎年来館する生徒も存在し、プログラムのマンネリ化が懸念されるところです。教員

と意見交換しながら、児童生徒を飽きさせないプログラムを検討・実施することが求

められます。 
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〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ｂ Ｂ 
実施事業に鑑み、目標数値が適切であったか検討

すべき。 

・託児目標の設定と障害者ワークショップの検証が必要では。［菊池］ 

・実施事業に鑑み、目標数値が適切であったか、検討すべきと考える。［柏木］ 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
託児サービスのＰＲは必要だが、あくまでオプシ

ョンであるため、目標値にそぐわないのでは。 

・障害者を配慮しての福祉関連事業だとすると、一般参加者とは状況が異なる。そう

した相違点を考慮し、予定延べ人数の減少の原因と、実施目標に設定した項目との

相関関係を見直しての分析が必要であり、そうした視点での検討を前提にした評価

が望まれる。［小林］ 

・託児サービスのＰＲは必要だが、あくまでオプションであるため、目標値にそぐわ

ない気がする。［菊池］ 

・次年度への課題をどう解決するか検討が望まれる。［柏木］ 

 



- 41 - 

 

⑧ 事業の質を担保しながら、経営的な視点をもって、効率的に運営・管理する 

 

〔一次評価〕 

達成目標 実施目標 

Ｂ Ａ 

 

【達成目標】 電気使用量、水道使用量、事務用紙使用枚数を直近３年間の平均値を目

安とする。 

 

［目標設定の理由］ 

・電気料、水道使用料は、美術館の総事業費の約２割弱を占めることから、達成目標

を定め管理していく必要があります。 

・職員が努力した効果を目に見えて感じることができるように、電気使用量、水道使

用量、事務用紙使用枚数を、直近３年間（H25～H27）の平均値を目安・目標としま

す。 

 

［一次評価の理由］ 

 
H25  H26 H27 

H28 

（目標） 

H28 

（実績） 

総電気使用量（kwh） 2,571,895 2,582,595 2,540,390 2,564,960 2,441,219 

水道使用量（㎥） 4,055 4,077 4,396 4,176 4,394 

事務用紙使用枚数（枚） 209,241 216,104 211,250 212,198 253,550 

 

電気使用量は平成28年度の目標数値以下となり、水道使用量・事務用紙使用枚数につい

ては、目標数値以上となりました。目標数値を上回った理由としては、以下のものがあ

げられます。 

（１）観覧者増による手洗い場の利用増及びレストランの水道使用量の増 

（２）展覧会のイベントのために使用した用紙の増 

 

【実施目標】 職員全てが費用対効果を常に意識し、事業に取り組む。 

 

［目標設定の理由］ 

・サービスを低下させず経費を削減しスリムな運営体制を目指すためには、職員全員が

費用対効果を常に意識した行動が必須であると考え、実施目標としました。 
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［一次評価の理由］ 

・各業務の予算執行時には、複数業者からの見積書徴収や競争入札を行うなど、業務の

質を担保しつつ最も少ない経費で業務を執行し、経費削減を実現しています。 

具体的な内容の主なものは、次のとおりです。 

（１）特に展覧会の委託関連の予算執行にあたっては、費用対効果の観点から委託内

容を見直し、仕様書を再点検し、経費削減に努めました。 

（２）事業者選定においては、定められた基準等により契約額及び契約先は入札によ

って決定します。28年度も、特定の業者でなければ実施できない業務を除き、

基準外の業務でも見積り合せを実施しました。この結果、事業の質を担保しつ

つ最も少ない経費で業務を実施しています。 

・展覧会関連の出張については、スケジュールをまとめ、出張経路を最短に設定し、経

費を削減しています。 

・一部の案内パンフレットについては、印刷業務委託ではなく、手刷りで作成すること

で、より少ない経費で業務を執行しています。 

・事務用品についても在庫の整理を実施しながら、必要な物の調達を行っています。 

 

［次年度への課題］ 

・電気使用量や水道使用量は天候や観覧者数等に影響される傾向がありますが、他方で

職員の業務執行においては無駄な使用を控えるという意識を持ち続けるように、定例

会議等で啓発を行います。 

・業務執行において経費を節減することは当然ですが、同じ費用の中で最大限の効果を

発揮できるように、計画段階や業務執行の中で継続して考えていきます。 

 

 

〔評価委員会による二次評価及びコメント〕 

 

 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

達成目標 Ｂ Ａ 
適切な原因分析がなされており、若干の増加は容

認すべきと考える。 

・なぜそうなったのかを分析することが大事。［菊池］ 

・適切な原因分析がなされており、若干の増加は容認すべきと考える。[柏木] 

・水道使用量・事務用紙使用量の増加は、運営上の必要量といえるのではないか。電

気使用量の減少に運営管理の意識と努力が見られる。[河原] 

・目標数値をオーバーしてはいるが、観覧者数の増加などに比例する部分もあると思

うので、Ａ評価でも良いかとも考える。[草川] 
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 一次評価 二次評価 評価委員会コメント 

実施目標 Ａ Ａ 
経費削減は厳しく求められるべきだが、必要な調

査出張等が、圧縮されないよう留意していただき

たい。 

・経費削減は厳しく求められるべきだが、必要な調査出張等が、圧縮されないよう留

意していただきたい。[柏木] 

・職員皆さんが意識している様子がうかがえる。[草川] 
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４ 横須賀美術館運営評価委員会 委員名簿 

 

（50音順） 

 
氏 名 役職等 区分 

委 員 長 小林 照夫 関東学院大学名誉教授 学識経験者 

委 員 
（委員長職務

代理者） 

菊池 匡文 横須賀商工会議所専務理事 関係団体の代表 

委 員 柏木 智雄 横浜美術館副館長 社会教育関係者 

委 員 樺澤  洋 市民委員 市民 

委 員 河原 政子 横須賀市立小原台小学校校長 学校教育関係者 

委 員 木下 美穂 市民委員 市民 

委 員 草川 晴夫 観音崎京急ホテル社長 関係団体の代表 
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５ 横須賀美術館運営評価委員会条例 

 

（設置） 

第１条 博物館法（昭和26年法律第 285号）第９条の規定に基づき、横須賀美術館の運営

の状況の評価及びその評価の結果に基づく改善策に関し、教育委員会の諮問に応ずるた

め、本市に地方自治法（昭和22年法律第67号）第 138条の４第３項の規定による附属機

関として、横須賀美術館運営評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条 委員会は、委員７人以内をもって組織する。 

２ 委員は、市民、学識経験者、関係団体の代表者、学校教育関係者、社会教育関係者及

びその他教育委員会が必要と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第３条 委員会に委員長を置き、委員が互選する。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 委員会において必要があるときは、関係者の出席を求め、その意見又は説明を聴

くことができる。 

（その他の事項） 

第６条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会の同意

を得て委員長が定める。 

 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成25年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第２条第３項の規定にかかわらず、この条例の施行後初めて委嘱された委員の任期は、

平成25年９月30日までとする。 
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